　今月の樹「ロウバイ」
　　　　　　（　寒風に香り高き花・・）

　１～２月のころ、郊外を歩いていると甘い芳香が漂ってくることがある。匂いをたどると陽当たりの良い農家の庭先や畑地の片隅でまるで蝋細工のような色艶の黄色い花が咲いている樹に出くわす。「ロウバイ（蝋梅）」である。中国中部地方の原産で、日本には江戸時代の初期に渡来したとされる。名は漢名「蝋梅」の音読みであるが、「蝋梅」という名は花弁の色や光沢が蜜蝋に似るからとか、蝋月（旧暦の12月）に、梅に似た香りの花が咲くからとも言われる。学名：Chimonanthus praecoxも (早咲きの冬の花)の意味、また英名は“Winter　sweet”で文字通り、寒い冬に甘く芳ばしい香りを一面に漂わせることに因んで名付けられたものであろう。
　ロウバイはロウバイ科ロウバイ属の落葉低木で高さ２～５ｍほどになる。普通株立ちする。樹皮は淡灰褐色で小さな皮目が縦に断続的に並ぶ。葉は対生し、葉身の長さは７～１５ｃｍ、幅４～６ｃｍの卵形または長楕円形で、先は鋭く尖り、縁は全縁。質はやや薄く表面はやや光沢がある。裏面は葉脈が突出する。花は葉の展開する前の、１～２月に直径が２ｃｍほどの黄色の香りの高い花をつける。内側の花被片は小さく暗紫色、外側の花被片は大きく黄色で光沢がある。雄しべは５～６個、雌しべはつぼ型の花床の中に多数つく。花期が終わると花床が大きくなって、長さ３ｃｍほどの長卵形の偽果になる。偽果の表面は木質化し、先端には雄しべの残骸がのこる。偽果の中には１．２～１．５ｃｍほど、一見種子のように見えるゴキブリの卵にそっくりなそう果が５～２０個入っている。
寒中の花の少ない季節に開花する樹木として珍重され、公園や庭園に植栽される。園芸種も多くソシンロウバイ（素心蝋梅）、マンゲツロウバイ（満月蝋梅）、トウロウバイ（唐蝋梅）などの栽培品種もある。よく栽培されているのはソシンロウバイである。ロウバイの基本種は、花の中心部は暗紫色で、その周囲が黄色であるが、ソシンロウバイ（素心蝋梅）は内側の花被片も黄色の品種でロウバイより花も大型である。

                  February, 2013　 NKC
・マンゲツロウバイ（満月蝋梅）
　開花が12月下旬で早く、ソシンロウバイより花がやや大きく、色も濃く花弁に丸みがある。
開花前の蕾が黄色で丸く大きいことからこの名がつけられているようである。
・トウロウバイ（唐蝋梅）
ロウバイに比べると花が大きく径２～３ｃｍ、花弁もやや広く香りも強い。内花被片は褐色。
・アメリカロウバイ（黒花蝋梅）
　アメリカ原産のロウバイで５～７月に暗紅色の花を咲かせる。本種はクロバナロウバイ属。
・ロウバイは花の少ない厳寒期に開花することから庭園樹として珍重されるが、花のつぼみは、生薬「蝋梅花」と呼ばれ、鎮咳、解熱、鎮痛薬として風邪や喉の痛みに用いられる。１月中旬頃、開花前の花蕾を採集し、通風のよいところで陰干ししたものが使われる。「蝋梅花」は、またこれをゴマ油に漬け、火傷（やけど）の手当などに使う。この植物の種子には、強い毒性を示す「カリカンチン」と呼ばれるアルカロイドが含まれている。「カリカンチン」は、哺乳動物に対し、ストリキニーネ様の作用を示す。

・ロウバイの甘い芳香は、花に含まれている「ボルネオール」などの各種の精油成分によるものであり、これらの成分がうまくブレンドされて、よい香りを放っているのだと思われる。ロウバイの淡い黄色の可憐な花や甘い馥郁（ふくいく）とした香りは、私たちの日々の生活に、「ゆとり」と「やすらぎ」を与えてくれる。ロウバイの花言葉は、「慈愛」である。
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